学習指導資料：「ネット社会の歩き方：レッスンキット」

「７１．ネットにマンガをアップしたら　」
１．指導対象
　　小学校高学年・中学生
２．教科・科目
　　道徳、総合的な学習の時間
３．指導意図
マンガや絵画などを勝手にコピーして売ったり買ったりすることが法に触れることは、子どもたちは、学校で学んでいるし、自覚もしている。しかし、友だち同士のレベルになると、法に触れた行為であるという自覚が少なくなる。しかも、自分のためにコピーすることは違法ではないので、法に触れた行為との境があいまいになる。
この教材では、友だち同士で、スキャンニングしたデータのやりとりがメールやＳＮＳで行われ、それが拡散して、著作権法に触れ、警察が動くというストーリーになっている。この教材を通して、子ども同士のやりとりでも、著作権法に触れる行為になることに気づかせたい。

この教材は、中学生がマンガ「ワンピース」を「自炊（本をばらばらにしてデータ化すること）」してネットにアップして、逮捕された事件を下地にしている。本人は「お金のない子どもたちにマンガを提供して良いことをしたと思った」と言っているとのことである。この例に限らず、著作権を自覚なく侵害していることが大変多く見られるので、著作権に対する意識を高めることを意図し、教材を作成した。

４．指導目標
①漫画を勝手にコピーしたり、ネットにアップしたりするのは違法であることを理解する。
②ネット社会のデータは、コピーしたり、変えたりすることが簡単だが、一度アップしたデータは簡単には消すことができないことを知る。
③ネットへのデータのアップやダウンロードをする時には、著作権法に触れないかどうかを確かめてから行う。
④ネットで「良い、イイネ」と言われても、実社会で「良いこと」とは限らないことを知る。「ネットで良い」ことが、実社会では法律に触れることもあることを理解する。
５．授業展開例
	学習活動
	教師の支援

	（1） ネットで、マンガを読んだり、動画を見たりした経験を発表する。

（2） マンガや動画のサイトをどう思うかを発表する。

・便利だ。

・ただで見られてうれしい。

・自分もやってみたい。

（3） 「ネットにマンガをアップロードしたら」のアニメ教材を学級全体で、視聴する。
（４）ＷＳの「スマホやパソコンで、
電子メールを使ったりＳＮＳを使っ
たりしたことがありますか。」「マンガをスキャナーでスキャンしたり、デジタルカメラで写真をとったりすると、メールで送ったり、ＳＮＳで

　　見せたりすることができることを知っていましたか。」に回答し、発表する。

（５）ＷＳの「マサオ君は、マンガをスキャナーでスキャンして、ＳＮＳで友だちに見せてあげて、とても喜ばれました。しかし、このことで、警察

　　の取り調べを受けてしまいました。なぜでしょうか。」に回答し、発表する。
（６）ＷＳの「もしも、友だちが、マンガをメールで送ったり、ＳＮＳにアップしたりしているのに気づいたら、あなたはどうしますか。」に回答し、発表する。
（７）先生の著作権とその法律についての

話を聞き「著作権法」についての知識を得て、今後の自分たちの生活に活かそうとする。
（８）アニメ教材の「まとめ」を見る、
　
	〇(1) と(2) は、子どもたちの現状を知る
事になるので、できるだけ、自由に発表させたい。
〇「なぜこんなことになったの」の前で止めて。ＷＳを配る。
○子どもたちの、電子メールやＳＮＳの知識を知り、次の指導の参考にする。よく知らない子どもや経験のない子どもには、事例などを通して、情報として伝え、課題を共有する。

〇「友だち同士の気楽なやり取りでも、法に触れることに気づかせる。

○人ごとではなく、身近な問題であることに気づかせ、自分の問題として考えさせる。

〇著作権と著作権法について、説明する。著作権のある作品をコピーやデータにして他人に送ることが法に触れることを知らせる。データが他の人の手に渡ると、さらに拡散することが考えられることに気づかせる。


６．問題事例が発生した際の教師や保護者サイドの対処法、問題解決法
　漫画を勝手にコピーしたり、データ化してネットにアップしたりするのは違法です。出版社が大きな損害をうけることになるからです。友だちから送ってもらったり、友たちに送ったりしたところで、すでに違法だったのです。
この教材では、漫画のコピーをＳＮＳにアップしたところ、ＳＮＳの誰かがＳＮＳの外に拡散し事件になりました。自分では気をつけていても、次々とコピーでき、増やすことができるネット社会では、自分の意思とは関係なく、どんどん広がっていくことがあるので、気をつけなければなりません。
このようなケースで最も重要な事は、一度アップしたデータは簡単には消すことができないことです。もしも、アップしたことが分かったら、すぐに、ＳＮＳやブログなどの運営会社に連絡して、削除してもらうことが必要ですが、既に拡散したものについては、手の施しようがありません。ですから、ネットへのデータのアップやダウンロードは慎重になくてはならないのです。
　著作権に触れるようなアップロードがあった場合には、警察にも連絡しなければなりません。実際にあった事件では、有名な漫画をアップした被害総額が２０億円とも言われていて、男子中学生が逮捕されています。
　
７．指導資料：相談窓口
・都道府県警察の「少年相談窓口」や「ヤングテレホン」

・警視庁　インターネット安心・安全相談
https://www.npa.go.jp/cybersafety/index.html

・児童相談所
　「児童相談所全国共通ダイヤル」　０５７０－０６４－０００
・ＣＲＩＣ　公益社法人　著作権情報センター

　http://www.cric.or.jp/

・

